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L■ 企 業 理 念

地球環境に配慮した、廃棄物の適正処理に取 り組み

循環型社会の形成に貢献 しています。

わたしたちの事業はサービス業です。

たったこの半世紀の間に、わたしたちの暮らしはどれほど進化したことでしょう。人々が思

い描いた未来の夢が今カタチになっているのです。

だからわたしたちトネリサイクルシステム株式会社は、便利さだけを追求するのではなく、

限りある資源を再生し、あらたなエネルギーとして利用する循環型社会づくりに力を注ぎ

たいと願っているのです。

企業や地域社会において未来へ残す環境問題として今一番重要な課題となっています。

今と昔を比べるものではありませんが、我々の先輩方々は見事に環境へ配慮し、美しい環

境を引き継いできました。先輩方々の「物を大切にする心」と「もったいないと思う心」が大

切な事に思います。

企業の社会的責任としてコンプライアンスを遵守し、資源を未来へ残す環境作りと、人々

の「もったいないと思う心」作り、そんな事業活動を行ってまいります。

わたしたちトネリサイクルシステムが、産業廃棄物や古紙を回収するとき、それはどこかで

新しい資源が生まれる瞬間でもあります。そして、それらは新しい資源となって、人々のもと

に届く日がやってくるのです。そんな「物を大切にする心」をモットーに、お客さまと向き

合ってまいりました。

わたしたちの事業はサービス業だと思っています。お客さまが、いかに快適にご利用いた

だけるかが、なにより大切です。
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■再資源化への取 り組み

大切な資源を未来に残すため、ただ廃棄するのではな く

資源 として有効活用するシステムを構築 しています。

未来の資源を守る循環型社会を形成

資源の有効利用はもちろん、企業コスト、社会的コストを軽減するという

意味でも、リサイクルの意義は大きいのです。

ゴミをゴミとして廃棄した場合、焼却にしろ、埋め立てにしろ、処理には

費用が必要になり、処分費用総額は嵩みます。

ところが、リサイクルの輪に乗せることで、「ゴミ」は「原料 」となり、商品

として販売益を得ることができるのです。この販売益で、分別処理のコス

トや運搬コストを埋めることができ、また排出物の量や質によっては、お

客さまに販売益を還元することが可能になるのです。

循環型社会の形成を目指して、わたしたちトネリサイクルシステム株式

会社は適切な廃棄物処理に取り組んでいます。

Recycle
リサイクル

再生利用
産業廃棄物の再資源化

Reduce

リデュース

減 らす

省資源化 ・長寿命化

∠業廃棄議
3R Reuse

リユース
pm

再利用
まだ使える製品を再利用
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■産業廃棄物許可一覧

産業廃棄物収集運搬業許可 都 道府 県:群 馬 県01000015516・ 埼 玉 県1104015516・ 栃 木県00900015516

茨城 県00801015516・ 東京都1300015516・ 千 葉県01200015516

神奈 川県01400015516・ 長野 県2009015516

特別管理産業廃棄物許可 群 馬県01050015516・ 栃木 県00950015516

産業廃棄物処分許可 群 馬県01020015516

廃棄物再生事業者登録証明 群馬県第31号

一般廃棄物許可 群馬県大泉町・邑楽町・千代田町・館林市・板倉町・太田市・桐生市・伊勢崎市・前橋市・藤岡市・みどリ市

埼玉県熊谷市・深谷市・本庄市・上里町・羽生市 栃木県栃木市・佐野市・足利市
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■事業組織案 内

細分化した資源のリサイクルサービスの実現をめざして、

専門分野のスペシャリス トがサポー トします。

廃棄物事業部

●産業廃棄物G

●事業系一般廃棄物G

●行政委託G

長年の経験と高度な処理技術により、

産業廃棄物、一般廃棄物を特性に応じ

た最適な処理方法で、安全 ・確実に無

害化・減量化します。

本社を中心とした1都7県 の産業廃棄物

収集運搬業許可証を所有し、豊富な経

験とネットワークであらゆる廃棄物も対

応いたします。
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古紙事業部

●古紙回収G

●古紙販売管理G

●機密古紙処理G

オフィス古紙回収のためのさまざまな

大きさの専用車両を用意しています。

回収日指定、時間指定など、お客さまの

ご要望をヒアリングし、高効率で最適な

回収プランをご提案します。

個人情報などの機密事項の取扱には、

特に注意を払い、徹底した情報セキュリ

ティ管理のもと回収を心がけています。

プラスチック事業部

●プラスチック中間処理G

●プラスチック販売管理G

●プラスチック委託加工G

廃プラスチックの再資源化にも積極的

に取り組み、マテリアルリサイクルのご

提案を進めています。

ペレット状や粉砕状に加工したプラス

チックを、さまざまな経由で海外に流通

しリサイクルしています。お弁当パック

やプラ蓋などに姿を変えて、わたしたち

の身近な生活に還元されています。
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■施 設 ・拠 点 案 内

いつの時代にもみなさまに愛される

人 と地域に優 しい、資源循環環境作 りを目指して。

■上小泉事業所

大型の回収車両のための車両駐留施設。

あらゆるお客様のニーズに合わせた、各種車両を取りそろえ、

万全のサポートをできるよう整備しております。

■ 所 有 車 両

アームロール(脱 着 コンテナ):10t車/1台 ・8t車/1台 ・5t車/2台 ・4t車/1台

プ レスパッカー:計 量器付5t車/2台 ・計量器付4t車/1台 ・4t車/15台

ウィング車:4t車/2台 ユニ ック車:8t車/1台

箱車:2t車/1台 フォークリフト:4台

■資源再生工場

回収した産業・一般廃棄物を安全確実にリサイクル処理いたします。

古紙、プラスチック、発泡スチロールは工場内で軽量化したのちに

資源化して再利用に努めています。

■主要設備

油圧式ジャンボプレス機(古紙/プ ラスチック)発 泡スチロール減容機
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■本社

コンプライアンスのための社員教育を徹底しています。

有害性の高い特別管理産業廃棄物を扱う事業者として、安全管理教育

法令順守のための社員教育を徹底しています。

操業時から環境にやさしい安全操業を続けています。
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■会 社 概 要

企業理念

循環型社会への貢献 自他共栄の精神 資源再生

　

■会社概要

商 号

営業内容

役 員

所 在 地

資 本 金

設 立

取引銀行

トネリサイクルシスデム株式会社

1.産 業廃棄物の収集、運搬

2.一 般廃棄物の収集、運搬

3.一 般貨物自動車運送

4.再 生資源回収

代表取締役 川原和 哉

取締役 川原恭弥

取締役 川 原好 子

本社

〒370-0517群 馬県邑楽郡大泉町西小泉2-3-17

TELO276-63-8245FAX.0276-62-1026

フリーダイヤル0120-845383

上小泉事業所

〒370-0512群 馬県邑楽郡大泉町上小泉117-1

TELO276-20-1066FAX.0276-20-1067

資源再生工場

〒370-0532群 馬県邑楽郡大泉町坂田3-1-38

TELO276-63-8585FAX.0276-63-8586

フリーダイヤル0120-86-5454

5,100万 円

昭和63年6月1日

群馬銀行大泉支店 ・足利銀行大泉支店

足利小 山信用金庫大 泉支店

■沿革

昭和45年6月

昭和55年6月

昭和63年6月

平成13年6月

平成13年6月

平成18年4月

平成19年6月

平成19年5月

平成19年9月

平成20年5月

平成21年5月

平成24年5月

川原油脂(動植物油リサイクル業)創業

川原商店(廃棄物処理業へ事業変更)

有限会社利根実業センター設立

トネリサイクルシステム株式会社組織変更

資本金2100万 円増資

lSO14001認証取得

地方優良事業所表彰

資本金5100万 円増資

資源再生工場

群馬県廃棄物再生事業者登録証取得

発泡スチロール中間処理許可取得

押出し機・破砕機設置(プラスチック再生事業)
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